
日
本
女
子
大
学
史
資
料
集
第
五
１
口

日
本
女
子
大
学
校
規
則

〔
明
治
三
五
’
四
二
年
〕

－ － 一一一一－，



日
本
女
子
大
学
史
資
料
集
第
五
１
口

日
本
女
子
大
学
校
規
則

〔
明
治
三
五
’
四
一
一
年
〕

ー



な
お
、
発
行
年
が
記
載
さ
れ
る
し

内
容
か
ら
使
用
年
度
を
推
定
し
た
。

解
説学

園
創
設
以
来
の
資
料
と
し
て
「
日
本
女
子
大
学
校
規
則
」
が
あ
る
が
、
そ
の
出
所
は
、
創
立
か
ら
昭
和
八
年
九
月
に
亡

く
な
る
ま
で
幹
事
を
務
め
た
塘
茂
太
郎
が
保
管
し
て
い
た
も
の
と
、
そ
の
他
の
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
。
塘
所
蔵
資
料
に
は

表
紙
に
書
き
込
み
等
が
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
、
『
日
本
女
子
大
学
校
四
拾
年
史
』
の
編
纂
時
に
使
用
し
た
こ
と
を
示
す
メ
モ
が

貼
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
複
製
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
塘
所
蔵
資
料
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
使
用
し
た
。

な
お
、
発
行
年
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
明
治
四
四
年
か
ら
で
あ
り
、
今
回
復
刻
す
る
も
の
は
記
載
が
な
い
た
め

以
下
、
年
度
を
追
っ
て
、
体
裁
、
出
所
、
表
紙
等
に
書
か
れ
た
メ
モ
、
学
園
の
組
織
の
変
更
や
学
則
改
正
、
の
順
に
若
干

の
説
明
を
加
え
た
が
、
学
則
改
正
の
詳
細
に
つ
い
て
は
公
文
書
館
等
の
資
料
と
照
合
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
在
調
査
中
で
あ

ブ
（
》
０

明
治
三
三
年
一
○
月
発
行
（

の
二
枚
と
四
冊
を
復
刻
す
る
。

復
刻
に
当
た
り
、
体
裁
上
（

一

「
日
本
女
子
大
学
校
規
則
」
〔
明
治
三
五
年
度
用
〕

。
大
き
さ
は
蛇
×
腿
叩
の
一
枚
も
の
で
あ
る
。
複
製
に
あ
た
り
縮
小
し
た
。

・
明
治
三
六
年
三
月
、
予
科
設
置
の
件
を
主
と
す
る
学
則
改
正
の
認
可
申
請
を
し
た
が
、
そ
の
控
え
と
し
て
保
存
さ

「
日
本
女
子
大
学
校
規
則
」
の
復
刻
に
つ
い
て

○
月
発
行
の
規
則
を
す
で
に
復
刻
し
た
が
、

体
裁
上
の
変
更
を
し
た
が
、

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
個
々
に
記
載
し
た
。

そ
れ
に
続
く
も
の
と
し
て
、
今
回
は
明
治
四
二
年
度
用
ま
で

ー



四
「
日
本
女
子
大
学
校
規
則
並
附
属
高
等
女
学
校
規
則
、
附
属
豊
明
小
学
校
規
則
、
附
属
豊
明
幼
稚
園
規
則
」
〔
明

三 二
「
日
本
女
子
大
学
校
規
則
並
附
属
高
等
女
学
校
規
則
」
〔
明
治
三
七
年
度
用
〕

。
大
き
さ
は
〃
×
巧
叩
三
一
頁
。
天
地
、
左
右
を
カ
ッ
ト
し
た
。
表
紙
と
本
文
の
用
紙
の
種
類
を
同
一
と
し
た
。

「
日
本
女
子
大
学
校
規
則
」
〔
明
治
三
八
年
度
用
〕

。
大
き
さ
は
瓠
×
帥
叩
の
一
枚
も
の
で
あ
る
。
複
製
に
あ
た
り
縮
小
し
た
。

・
明
治
三
八
年
三
月
に
学
則
改
正
の
認
可
申
請
を
し
た
が
、
そ
の
控
え
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
た
。

・
二
と
の
違
い
は
第
七
十
條
（
入
寮
願
）
が
追
加
さ
れ
、
教
職
員
一
覧
の
中
に
赤
堀
峰
吉
、
山
崎
武
八
郎
等
の
名
が

見
え
な
い
点
で
あ
る
。

。
大
き
さ
は
躯
×
巧
叩
四
二
頁
。
天
地
、
左
右
を
カ
ッ
ト
し
た
。
表
紙
と
本
文
の
用
紙
の
種
類
を
同
一
と
し
た
。

・
明
治
三
七
年
二
月
、
専
門
学
校
令
に
よ
る
設
置
認
可
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
規
則
の
二
十
一
條
は
関
連
の
条
項
で
あ

う
（
》
◎

・
出
所
は
不
詳
。

・
改
正
部
分
を
墨
で
訂
正
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
枚
も
の
を
使
用
し
た
の
は
明
治
三
五
年
度
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
こ
の
規
則
書
に
は
予
科
の
記
載
が
第
二
章
の
学
科
、
科
目
、
修
業
年
限
の
項
に
は
な
く
、
英
語
予
備
科
に

つ
い
て
の
み
第
十
章
に
記
載
が
見
ら
れ
る
。

治
三
九
年
度
用
〕

れ
て
い
た
。



六
「
日
本
女
子
大
学
校
規
則
並
附
属
高
等
女
学
校
規
則
、
附
属
豊
明
小
学
校
規
則
、
附
属
豊
明
幼
稚
園
規
則
」
〔
明

五
「
日
本
女
子
大
学
校
規
則
並
附
属
高
等
女
学
校
規
則
、
附
属
豊
明
小
学
校
規
則
、
附
属
豊
明
幼
稚
園
規
則
」
〔
明

．
大
き
さ
は
〃
×
賜
叩
四
六
頁
。
天
地
、
左
右
を
カ
ッ
ト
し
た
。
表
紙
と
本
文
の
用
紙
の
種
類
を
同
一
と
し
た
。

．
裏
表
紙
の
貼
付
メ
モ
に
去
所
幹
事
室
と
記
載
。

．
表
紙
に
は
朱
で
明
港
四
十
一
年
十
月
廿
三
日
沖
利
（
千
五
百
部
）
と
記
載
。

・
小
学
校
令
の
改
正
に
基
づ
き
、
附
属
豊
明
小
学
校
現
則
に
お
い
て
、
こ
の
年
よ
り
尋
常
小
学
校
と
高
等
小
学
校
の

区
分
表
記
が
な
く
な
る
。

（
成
瀬
記
念
館
）

・
明
治
四
十
年
度
よ
り
国
文
学
部
を
文
学
部
と
改
称
し
た
。

．
大
き
さ
は
〃
×
賜
叩
四
六
頁
。
天
地
、
左
右
を
カ
ッ
ト
し
た
。
表
紙
と
本
文
の
用
紙
の
種
類
を
同
一
と
し
た
。

・
裏
表
紙
の
貼
付
メ
モ
に
去
所
幹
事
室
と
記
載
。

・
表
紙
に
は
イ
ン
ク
で
明
治
四
十
年
一
月
二
十
六
日
附
政
正
（
捜
索
料
三
月
八
日
附
没
正
（
圃
丈
科
人
文
史
）

・
裏
表
紙
の
貼
付
メ
モ
に
火
所
成
瀬
先
生
蔵
曾
と
記
載
。

．
表
紙
に
は
イ
ン
ク
で
調
年
一
月
十
七
日
附
政
正
鵠
可
詔
年
十
一
月
十
五
日
没
正
方
を
乞
今
ス
鉛
筆
で
麻

・
こ
の
年
、
森
村
市
左
衞
門
の
ひ
き
い
る
森
村
豊
明
会
の
寄
付
に
よ
り
小
学
校
・
幼
稚
園
が
開
設
さ
れ
、
教
育
学
部

も
開
か
れ
た
。

治
四
二
年
度
用
〕

治
四
十
年
度
用
〕

生
と
記
載
。

と
記
載
。



第
一
章
總
則

第
一
億
目
的
本
校
は
本
邦
の
女
子
に
迩
責
な
る
高
辱
の
畢
唾
を
授
け
侭
く
日
遡
の
肚
含

に
順
園
し
て
共
吸
務
を
完
ふ
す
る
の
慰
女
た
り
瓦
奏
賢
母
た
る
べ
昌
老
を
養
成
す
る

所
と
す

鯖
二
條
名
籾
本
校
は
日
本
女
子
大
畢
校
と
籾
す

第
三
像
位
置
本
校
は
東
京
市
小
石
川
匿
高
田
畳
川
町
に
低
く

第
四
條
附
局
畢
校
本
枝
に
用
周
夷
停
女
學
校
附
属
小
學
校
附
風
幼
雅
囲
蝕
に
簡
易
専
門

賭
學
校
を
附
股
す

但
し
岱
分
附
風
高
辱
女
畢
校
の
み
を
附
段
し
斯
次
に
堵
肢
す
る
も
の
と
す

第
二
章
學
科
科
目
修
業
年
限

第
五
僚
皐
科
皐
科
を
分
て
本
科
研
究
科
と
す

第
六
像
皐
部
本
科
を
分
て
家
政
部
、
丈
皐
部
、
敢
育
部
、
髄
育
部
、
英
衛
部
、
笹
頚
部
、
理
化

部
と
す但

し
箭
分
本
科
の
家
政
丈
畢
の
雨
畢
部
を
段
侭
し
時
宜
に
晒
し
て
他
郎
部
及
研

究
科
に
及
ぼ
す
も
の
と
す

館
七
侭
科
目
家
政
部
及
丈
畢
部
の
科
目
は
左
の
如
し

第
一
家
域
郁
の
科
目

必
修
科
目
・
倫
理
及
吐
曾
學
、
心
趣
及
敢
育
、
生
趣
及
衛
生
、
鰹
済
及
法
飼
、
鹿
用
翻
化
、

家
政
及
醗
鯖
．
躰
操
。

選
修
科
目
國
丈
、
漢
文
、
英
謡
、
佛
略
、
歴
史
、
美
術
史
、
哲
學
及
哲
畢
史
、
敢
授
法
、
昔

樂
、
囲
密
、

第
二
文
畢
部
を
分
て
国
丈
學
部
英
文
畢
部
の
二
種
と
す

一
国
丈
學
都
の
科
目

必
修
科
目
倫
瓢
及
吐
舍
畢
、
心
理
反
敢
育
、
固
丈
、
漠
丈
、
哲
畢
及
哲
串
史
、
腰
史
、
値
操

趨
修
科
目
倫
理
、
生
副
及
衝
生
、
腫
用
理
化
、
家
政
及
臨
帽
、
英
昭
、
佛
雁
、
經
済
及
法

刷
、
敢
授
法
、
昔
架
、
岡
書
、

一
英
文
品
部
の
科
目

心
修
科
目
倫
理
及
吐
曾
畢
、
心
靭
及
歎
育
、
英
朗
、
固
丈
、
襲
術
史
、
哲
畢
及
哲
學
史
、
歴

史
、
値
操
、

迩
修
科
目
佛
路
、
生
到
及
衛
生
、
漢
文
、
隠
用
瓢
化
、
家
政
及
藍
術
、
敢
授
法
、
昔
輿
、
囲

苔

節
八
僚
修
窯
年
限
本
校
各
皐
部
の
修
粟
年
限
の
量
短
期
を
三
ヶ
年
と
し
生
佳
の
事
愉
に

依
り
在
畢
年
限
を
延
長
す
る
こ
と
を
得
但
肝
究
科
の
修
業
年
限
は
三
少
年
以
内
と
す

第
三
章
學
年
學
期
・
休
日

第
九
僚
畢
年
品
年
は
四
月
一
日
に
始
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
鋳
る

箆
十
僚
皐
期
學
年
を
分
て
左
の
三
串
期
と
す

第
一
串
期
四
月
十
日
よ
り
七
月
十
日
に
至
る

第
二
墨
期
九
月
十
一
日
と
，
十
二
月
廿
四
日
に
至
る

鮪
三
郎
期
一
月
八
日
よ
り
三
月
三
十
一
日
に
至
る

第
十
一
僚
定
季
休
露
は
左
の
如
し

夏
季
休
粟
七
月
十
一
日
よ
り
九
月
十
日
に
至
る

冬
季
休
業
十
二
月
二
十
五
日
よ
り
一
月
七
日
に
至
る

春
季
休
梁
四
月
一
日
よ
』
全
月
九
日
に
至
る

鮪
十
二
條
定
日
休
粟
は
左
の
如
Ｌ

日
晒
日

秋
季
皇
鍾
無

勅
件
祭
十
月
十
七
日
天
長
面
十
一
月
三
日

新
客
無
十
一
月
廿
三
日
孝
明
天
皇
祭
一
月
三
十
日

紀
元
甑
二
月
十
一
日
審
季
皇
鰹
祭

皇
后
陛
下
御
麓
辰
五
月
二
十
八
日
本
校
創
立
紀
念
日

第
四
章
授
業
時
間
學
科
課
程

節
十
三
傭
敢
授
時
間
敢
授
時
間
は
各
學
部
を
通
し
て
必
修
科
を
二
十
一
時
間
と
し
題
修

科
を
七
時
間
と
し
都
合
二
十
八
蹄
間
と
す

第
十
四
催
串
科
陳
程
及
野
間
配
徹
各
畢
部
の
時
間
配
雷
は
別
表
の
如
し

家
政
部
學
科
課
程
及
時
間
表

科 修

塞
藤

必
銅
討
瑠
輌
「
ゴ晨

嘩
理
錘
二
一
錐

日
本
女
子
大
學
校
規
則

國
丈
學
部
學
科
課
程
及
時
間
表

一

家
座
團
化

食
化
畢

歌心

育罰

學畢串
二

二I|三三二二 二

_一一
四’

昼
Ⅱ
Ｉ
串

一
一
一

一
一
一

一
一
一
一ｌ

－
Ｔ
Ｉ
七 _|鱸

｜

｜
’

全

談|：上

鋪
二
十
四
僚
保
睡
人
の
責
格
保
睡
人
は
丁
年
以
上
に
し
て
東
京
市
内
に
一
家
を
立
て
披

保
厩
生
徒
の
堕
督
を
な
し
同
人
の
身
分
に
関
し
一
切
の
串
柄
に
愛
を
負
ひ
栂
べ
き
岩

た
る
を
要
す

但
し
郡
翻
在
住
新
と
餓
も
本
校
の
見
込
に
よ
り
保
歴
人
た
る
こ
と
を
承
鰐
す
へ
し

鯖
二
十
五
像
代
珂
保
匝
人
保
睡
人
艮
く
放
行
す
る
時
は
録
め
相
付
の
代
翻
保
睡
人
を
定

め
本
校
へ
届
出
へ
Ｌ

館
二
十
六
俺
保
睡
人
の
獲
更
保
旺
人
の
死
去
叉
は
靭
住
の
鰯
は
直
に
第
二
十
四
催
の
賓

格
を
有
す
る
人
を
以
て
之
に
代
へ
改
め
て
在
畢
睡
を
差
出
す
へ
し

第
七
章
退
學
休
學

第
二
十
七
鋒
迅
學
の
命
令
品
行
不
良
な
る
か
若
く
は
畢
力
不
足
渡
る
か
叉
は
匿
質
多
綱

に
し
て
充
分
の
馴
戒
奨
勵
を
加
ふ
る
も
到
底
成
案
の
見
込
な
し
と
鴎
定
す
る
時
は
魁

畢
を
命
す

筋
二
十
総
処
鑑
謬
総
繊
溌
耐
溌
鰡
蝿
人
鰹
署
し
て
共
の
麺
由
を
趣
め

鮪
二
十
九
煉
休
畢
顧
生
徒
の
癌
痢
共
他
止
を
得
き
る
騨
故
の
露
め
三
ケ
月
以
上
修
畢
し

第
二
十
三
條
・
在
畢
竃
書

出
す
へ
し

第
五
章
及
落
卒
業

第
十
五
催
及
落
、
生
徒
の
及
蒋
は
各
科
目
卒
椛
の
成
鎖
に
よ
り
数
貝
曾
賎
の
鰻
決
を
以
て

之
を
詫
定
す

第
十
六
條
一
卒
粟
生
徒
の
卒
乗
は
各
科
目
卒
希
の
成
駿
と
卒
乗
酋
丈
と
を
参
照
し
敢
艮
曾

醗
の
臓
決
を
以
て
之
を
秤
定
す

館
十
七
僚
卒
案
冠
替
・
本
科
卒
桑
の
者
に
は
本
溌
卒
粟
厩
舎
を
提
興
す

鎮
芙
章
入
學
在
學

鯖
十
八
條
定
期
入
晶
定
期
入
串
は
毎
學
年
の
始
め
一
回
と
す

鯖
十
九
侭
殴
時
入
畢
生
徒
に
欠
貝
あ
る
時
は
試
醸
の
上
閣
恥
入
墨
を
肝
可
す
べ
し

第
二
十
僚
無
拭
鼠
入
串
身
躰
健
全
品
行
方
正
に
し
て
左
の
賓
格
あ
る
も
の
は
無
試
瞳
に

て
定
期
入
串
を
許
可
す

－
本
校
附
風
高
辱
女
學
校
卒
粟
生

一
修
粟
年
限
五
か
年
の
官
公
私
立
高
岬
女
畢
校
の
卒
案
生

一
師
範
畢
校
卒
乗
生

一
修
粟
年
限
四
少
年
の
商
等
女
串
校
卒
業
後
一
ヶ
年
以
上
知
習
科
を
修
め
た
る
魁
の

但
し
本
項
に
麓
徹
す
る
入
學
志
願
者
は
畢
力
を
査
定
す
る
と
と
あ
る
ぺ
し

舜
蕊
風
麗
辱
女
學
校
と
同
辱
以
上
に
し
て
本
校
と
特
馴
の
関
係
あ
る
女
皐
校
の

但
し
英
晤
科
目
を
限
せ
き
る
高
辱
女
皐
校
の
卒
索
生
若
く
は
英
酪
の
串
力
不
充
分

な
る
者
は
英
閲
葎
俄
科
を
卒
へ
た
る
の
後
に
あ
ら
き
れ
は
英
文
畢
郁
に
入
串
す
る

と
柵
す

節
二
十
一
惚
入
串
試
醗
入
皐
試
段
の
程
度
は
本
校
附
則
高
等
女
皐
校
卒
禦
生
の
串
力
に

半

第
二
十
二
條
入
畢
笹
式
入
學
忠
顧
者
は
左
の
書
式
に
從
臥
入
畢
四
審
侯
履
歴
害
各
一
通

を
差
出
す
べ
し
。

在
學
霞
寄

現
住
所

園
驫
・
癖
讃
・
《
箪何

脆

謹
蕊
瀦
羅
総
潔
調
総
鱗
蕊
綴
蕊
榊
謡
雛
繍
噸

保
匠
嘗
如
斯
に
侯
也

但
拙
宕
輔
居
或
は
改
印
の
節
は
連
に
御
届
可
申
侯
也

現
住
研

本
籍
族

年
月
日
保
田
人
何
雄
⑲

日
本
女
子
大
學
校
寺
長
何
某
殿

履
歴
書

本
騨
識
固
轆
市
緬
番
恥
◇
・

華
士
族
卒
民
何
某
硫
蕊

何
、
碓

一
生
年
月
日

一
生
地

一
輔
住
（
何
愈
よ
り
何
虚
迩
何
地
に
韓
居
ス
云
々
）

一
現
住
所

一
雨
親
の
有
厩
年
齢

一
父
兄
の
段
粟

一
鯉
關
溌
鯉
開
鵠
鰯
雛
鯛
鑪
轤
沖
謹
蕊

‐
一
剣
禰
呵
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

右
之
期
に
候
也

右

年
月
日
何
雄
④

英
文
學
部
學
科
課
程
及
時
間
表

入
皐
の
許
可
を
得
た
る
者
は
左
の
害
式
に
従
ひ
在
畢
睡
書
を
差

l

l

l

目 科佐題 目科修必

英
冊

生
理
及

衝
・
生

鰹
用

型
化

家
政
及

函
術

綴
済
及

法
飼

囲
香

背
嬰

敢
‐
授
泌

肝 歴
史

哲哲

學畢

史及

義
術
史

澳
文

鴎
丈

心
珊
及

敢
宵

肚胸

會瓢

願及
二 二

一

一一一 一 ： ↓ 四 二I
一
一
一 一 一 二

一

0．
一
一 二

時授
開露

國
史

哲
學
緯
飴

毎
番
史
丈
簿
畷

微
文
襲
文
繍
副

文
典
作
文
作
歌

心
理
畢

敢
育
畢

賓
践
借
趣

節
一
學
年

二三

↓一
一

一
一

’
七

一
一

一
一

一
一
一

一
一
一 一 一 二

一

○ 四 二
授
露

時
間

全
上

哲
串
史

全
上

全
上
、
修
僻
串

作
文
作
峨

教
育
學

保
育
畢

倫
理
學

第
二
學
年

二二

四三二二↓二↓
一
一
一 一 二

一
一 三 一

授
粟

時
間

美
術
史

全
上

倣
文
美
文
閉
翻

文
畢
史
作
文
作
献

療
庭
散
育

見
盆
研
究

盆
話
肝
究

責
賎
肚
宙
畢

第
三
學
年

目科修迩 目 科 修 必

漢
文

生
理
及

街
生

囲
川

理
化

家
政
及

函
婿

経
済
及

法
願

国
往

冒
輿

飲
授
油

叶 躰
擬

歴
史

哲哲

皐串

史及

英
錆
史

國
丈

英
語

心
靭
及

敢
宵

倫
理
及

吐
曾
畢

一
一

一
一
一

ニ
ー
リ
と 四二二

一
一
一 三 ー● 一 二

一

○ 二
一
一

時授
聞鑓

警
固
勉
捻
、
敬
育
圃
勧

西
洋
史

甘
酪
箆
恥
及
哲
田
虫

触
丈
英
文
国
厩
文
法

徹
文
與
女
閉
園

作
文
、
文
典

恥
函
騨

賢
践
借
理

館
一
學
年

一
一

一
一

一
一
一

二
－
口
０
金 二二二

一
一
一 三 一 ー 二

一

0 二 二

授
窯

時
間

全
上
全
上

菅
串
〃
史

全
上

窪
辞
畢
、
作
埜

軟
育
畢

保
育
畢

倫
理
串

第
二
串
年

二

脚 三二二A二二
一
一
一 三 一 一

一
一
一 三 一

潅
暇

全

土

美
楕
史

全
上
全
上

文
學
史
、
作
文

家
庭
致
育
見
食
研
究

垂
鱈
研
究

1

責
践
肚
會
學



能
は
ず
と
腿
む
る
時
は
豫
必
共
群
可
鐙
待
て
一
學
年
以
内
の
休
畢
を
な
す
乙
も
と
符

飾
三
十
催
休
畢
解
除
休
學
期
限
内
と
雌
も
休
學
の
甑
故
止
む
時
は
休
醗
を
解
除
し
原
級

に
似
せ
し
む第

八
章
特
待
生

鰯
三
十
』
催
特
待
生
本
校
本
科
第
二
年
級
以
上
の
正
科
生
に
し
て
品
行
善
良
な
る
か
叉

は
學
力
優
等
な
る
者
は
前
學
年
の
成
較
に
侭
り
殺
員
曾
砿
の
磯
を
錘
て
特
待
生
と
な

し
次
學
年
の
授
粟
料
を
免
除
す
る
乙
と
あ
る
ぺ
し

第
九
章
選
科
生

鋪
三
千
二
條
入
畢
各
畢
部
の
一
科
目
又
は
数
科
目
と
遜
修
せ
ん
と
欲
す
る
巻
あ
る
と
き

は
敢
授
上
に
差
支
な
き
塀
合
に
限
り
選
科
生
と
し
て
入
學
を
許
可
す

錆
三
十
三
條
入
難
の
賓
格
選
科
生
は
年
鹸
十
七
歳
以
上
に
し
て
週
ぷ
所
の
科
目
の
畢
力

を
在
定
し
咳
科
目
を
修
む
る
に
堆
ふ
る
と
認
め
た
る
者
に
限
り
之
を
許
す

但
し
第
二
十
像
の
無
試
麓
入
學
の
資
柊
を
有
す
る
者
は
此
限
に
あ
ム
チ

第
三
十
四
條
短
明
番
選
科
生
に
し
て
所
選
科
目
を
正
當
に
學
智
し
た
る
者
に
は
望
に
よ

り
証
明
書
を
授
奥
す
べ
し

縮
三
十
五
條
雅
規
則
特
に
迩
科
生
の
廓
に
没
定
せ
る
も
の
は
勿
紬
共
他
本
校
の
賭
規
則

は
之
を
選
科
生
に
も
適
用
す
る
も
の
と
す

館
三
十
六
侭
入
畢
願
迩
科
生
と
し
て
入
畢
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
は
左
の
番
式
に
從
凱
入

學
即
書
を
差
出
す
へ
し
（
別
紙
美
漫
紙
）

第
四
十
二
像
目
的
科
外
講
旗
は
正
科
學
葱
の
塞
毒
郁
談
に
供
せ
ん
が
露
に
開
設
す
る
も

の
と
す

第
四
十
三
條
回
數
渭
外
訴
甑
は
毎
川
蝕
回
臨
時
に
之
を
卵
段
す
る
も
の
と
す

節
四
十
四
條
諦
師
専
門
の
大
家
を
恥
し
て
科
外
誰
師
に
職
托
す
る
の
み
な
ら
す
醒
時
餅

名
家
の
出
浪
を
乞
ふ
こ
と
あ
る
く
し

祁
川
十
五
條
聴
購
満
本
校
の
生
徒
た
る
と
校
外
ボ
た
る
と
を
間
は
ず
凡
て
科
外
辮
演
に

出
席
せ
ん
と
欲
す
る
有
志
識
を
以
て
聴
購
老
と
す

節
四
十
六
條
醜
鱒
軒
醐
誹
渚
た
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
醐
鱗
料
を
前
納
せ
し
む
る
と
と
あ

る
ぺ
し

但
酪
講
料
は
講
菰
の
長
短
に
依
て
規
定
す
べ
し

節
四
十
七
條
魏
講
券
鴎
誌
渚
は
必
ず
酪
講
券
を
挽
輔
す
べ
き
も
の
と
す

第
十
二
章
學
費

第
四
十
八
條
受
醗
料
入
畢
志
願
者
は
左
の
規
定
に
従
い
受
堕
料
と
入
學
願
番
に
添
へ
て

納
む
ぺ
し

但
既
納
受
醗
料
は
何
等
の
那
梢
耐
る
も
迩
附
ぜ
ず

一
定
期
受
酸
入
畢
老
金
一
肌

一
臨
時
受
鞍
入
學
潜
金
一
皿
五
十
銭

鯖
四
十
九
條
入
學
料
入
學
の
貯
可
を
得
た
る
者
は
入
學
料
金
武
川
を
在
學
証
香
に
添
へ

て
納
む
ぺ
し

第
五
十
催
授
業
料
授
業
料
は
壹
學
年
金
戒
十
七
皿
五
十
銭
と
し
左
の
割
合
に
て
毎
學

期
の
初
め
五
日
以
内
に
分
納
す
ぺ
し

第
一
學
期
拾
皿
第
二
學
期
拾
皿
第
三
躍
期
七
剛
五
拾
銭

但
郡
補
に
依
り
毎
月
初
め
に
分
納
す
る
こ
と
と
群
可
す
る
こ
と
あ
る
ぺ
し

節
五
十
一
條
校
我
校
説
は
一
摩
年
金
五
皿
五
十
鐙
と
し
左
の
割
合
に
て
毎
學
期
の
始
め

五
日
以
内
に
分
納
す
ぺ
し

第
一
學
期
二
側
第
二
學
期
二
側
節
三
畢
期
一
皿
五
十
袋

但
耶
惰
に
依
り
毎
月
初
め
に
分
納
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
ｚ
と
あ
る
ぺ
し

第
五
十
二
怖
樂
器
使
用
料
築
器
恢
脅
を
な
す
者
は
左
の
使
用
料
を
毎
月
初
め
に
前
納
す

一
・
Ｊ
γ
〃
・
Ｊ
ｑ
ｐ
Ａ
馴
唄
ｒ
■
丘
Ｐ
・
叩
女
印

’
ぬ
Ｊ
『
町
｝
ロ
ｇ
殉
創
０
○
Ｊ
ロ

ー
ピ
ア
ノ
使
用
料
金
一
皿
以
上

生
徒
心
得

本
椎
の
生
徒
た
る
者
の
本
傾
は
自
己
の
品
性
智
能
を
啓
礎
す
る
に
任
る
こ
と
を
明
白
に
悟
り

蕃
學
の
二
字
を
念
寺
忘
ろ
Ｌ
ｚ
と
な
く
術
に
左
の
催
か
を
倦
守
宙
践
す
べ
き
な
ｊ

一
致
育
勅
謡
の
聖
旨
を
奉
髄
す
べ
き
は
勿
論
脚
く
本
校
激
育
の
趣
旨
を
服
屑
し
校
則
を

遵
守
し
師
友
を
敬
愛
し
自
ら
治
め
自
ら
制
し
て
遊
逸
華
杏
に
箔
ら
ず
己
を
亜
じ
人
と
奪

鋲
沮
噸
恭
線
に
し
て
學
に
跨
ら
す
信
義
斑
節
を
守
て
輕
浮
に
流
れ
ず
志
操
を
溌
固
に
し

気
品
を
諦
潔
に
し
以
て
貞
淑
の
美
徳
を
涌
鋳
せ
ん
こ
と
を
諺
む
ぺ
し

一
撃
を
修
め
麓
を
柵
ふ
に
は
勉
め
て
自
ら
奴
察
研
究
し
自
ら
恩
毒
剥
断
す
る
の
習
愉
を
燕

ｕ
女
生
純
の
通
則
と
し
て
只
椿
湫
師
の
脱
明
と
藩
溝
の
恋
見
と
の
み
に
恢
顔
す
る
の
弊

に
箔
る
こ
と
な
く
博
識
多
能
次
ら
ん
よ
り
は
寧
ろ
事
物
の
其
和
関
係
塗
辨
知
し
亜
術
の

原
則
妙
珂
を
含
得
す
る
の
智
力
を
開
發
錬
磨
し
他
日
卒
業
の
後
と
錐
瑚
万
般
の
部
輸
に

接
し
て
永
く
効
力
を
有
し
腿
用
自
在
な
ら
ん
こ
と
を
期
す
く
し

二
家
の
主
諦
た
る
愈
任
を
負
へ
る
女
子
に
’
て
雁
溺
多
病
な
る
時
は
一
身
一
家
の
不
幸

は
云
島
も
皿
な
り
除
累
を
子
孫
に
通
し
赴
合
を
害
毒
す
る
の
恐
あ
肥
ぱ
各
自
の
躰
質
に

血
し
て
適
瓦
の
遜
勵
躰
操
を
な
し
衣
服
飲
食
上
，
厨
智
睡
眠
に
至
る
寵
て
凡
て
獅
生
の

世
と
守
り
身
畔
の
蜜
他
な
ら
ん
こ
と
を
務
む
く
し

へ
ｒ
し

〆
卯
並
但
川
粁
‐
１
１
金
五
十
幾
以
上

節
一
陳
本
校
の
寮
生
た
る
老
は
克
く
本
寮
の
目
的
を
含
得
し
教
職
員
の
命
を
奉
し
長
幼
相

助
け
親
和
を
旨
と
し
自
奮
自
衛
の
語
幹
を
以
て
何
事
に
も
相
一
致
し
て
家
庭
伺
榛
の

共
同
生
活
を
蟹
む
へ
き
は
勿
麓
串
牛
に
秩
序
を
保
ち
時
間
を
守
る
の
智
憤
を
菱
ひ
珠

に
輔
稗
の
修
養
身
髄
の
健
康
に
注
涯
す
へ
し

鯆
二
條
本
校
生
徒
中
に
希
望
者
あ
る
時
は
洋
風
の
察
含
に
於
て
外
國
敢
師
監
督
の
下
に
西

洋
家
庭
の
風
を
墨
ぱ
し
む

但
上
級
生
徒
の
希
望
者
を
噸
次
に
入
衆
せ
し
む
る
恥
の
と
す

節
三
雌
上
級
衆
生
藩
し
て
服
抵
に
主
描
の
地
位
に
立
た
し
め
寮
監
監
督
の
下
に
於
て
家
事

の
整
理
を
習
は
し
む

第
四
像
寮
生
の
學
喪
は
凡
て
寮
豊
の
手
を
墓
て
之
と
合
計
に
預
ｊ
澄
我
な
か
ら
し
む

第
五
旗
本
校
々
野
は
察
の
術
生
を
司
り
病
者
あ
る
時
は
之
を
診
察
し
病
競
の
輕
五
に
よ
り

和
岱
の
取
扱
を
恋
す
ぺ
し

第
六
條
時
々
寮
生
を
挑
へ
て
畢
副
經
騒
あ
る
諦
人
を
肪
問
し
或
は
之
を
招
待
し
て
賎
蕗
を

蹄
ひ
賓
地
の
見
聞
を
閥
め
日
用
の
希
認
を
義
は
し
む

節
七
像
衆
生
は
左
の
寮
聾
と
毎
月
前
納
す
ぺ
し

但
時
価
の
商
低
に
依
り
噺
減
す
る
と
あ
る
ぺ
し

普
通
寮
生
》
鍛
錘
錘
十
蠣

外
国
教
師
舘
衆
生
》
繩
唾
↑
叩

一
無
戯
験
入
學
志
願
渚
《
卒
業
畢
校
や
長
ノ
鉦
肌
番
若
ク
ハ
卒
業
旺
谷
ヲ
入
學
願
寄
二
漆
ヘ

ア
差
出
ユ
ベ
シ

ー
受
醗
入
墨
志
願
謡
一
天
修
業
年
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